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重度精神疾患標準的治療法確立事業
（通称：医療観察法データベース事業）構築の背景

 2005年の医療観察法施行以来、制度運用をモニタリングする定期的・体系的な公的調査はなかった。
（c.f. 精神科医療全般における630調査）

 競争的研究資金による研究ベースの調査に依存していたため、継続性や悉皆性の面から不安定な状況
であった。

 多額の公費を投じる強制医療であり、制度運用状況を説明する統計データは不可欠である。

 医療観察法附則3条は、同法医療の水準向上に努めると共に、精神保健医療福祉全般の水準向上も
図ることを定めている。
→ 現状のデータを収集・分析し、活用する仕組みが必要。

2017年～
重度精神疾患標準的治療法確立事業（医療観察法データベース事業）が稼働

NCNP河野先生御作成スライドを一部改



医療観察法データベース事業の概要

厚生労働省

国立精神・神経医療研究センター病院（幹事病院）

医療観察法データ
ベース事業事務局（管理部門として）

病棟（事業参加医療機関として）

月に1回、データを送信分析結果を報告

指定入院医療機関

データベース
システムサーバー

事業に係る費用の負担

NCNP河野先生御作成スライドを一部改



医療観察法データベース事業収集項目

NCNP河野先生御作成ス
ライドを一部改

• 年齢

• 性別

• 対象行為種類

• 入院処遇日数

• 各ステージ日数（急性期・回復期・社会復帰期）

• 行動制限（隔離・拘束）

• 向精神薬処方（抗精神病薬、抗うつ薬、気分安定薬など）

• 共通評価項目

などの項目が収集されている。



データベース研究利活用事業

NCNP病院 HP https://www.ncnp.go.jp/hospital/patient/mtsa.html

全国の医療観察法データベース事業参加指定入院医療機関の医療観察
法病棟従事者が申請可能です。

二次利用研究により、対象者の予後や治療状況に影響を与える因子を
明らかとなるなど、医療の改善につながることを期待しています。



医療観察法統計資料 2020年版

2022年9月、医療観察法データベース事業運営委員会が発行した資料。
法施行後から2020年までの医療観察法入院医療に関する基礎統計資料が掲載されている。

医療観察法統計資料2020年版 https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



事件地

• 事件地は地方別人口比
率に近い数値。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



年齢・性別

• 年齢は30代、40代が多い。

• 性別では男女比は約3：1。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



精神科主診断

• F2が80％。経年的にも大きな
変化はない。

• 男性ではF1が女性ではF3が
多い傾向。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



精神科重複障害

• F7、F1、F8の順で多い。

• ただし、精神科重複障
害の診断に至らないま
でも、知的能力の低さ
や、発達の偏り、小児
期逆境体験歴などを抱
える対象者は、臨床的
に多い印象。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



対象行為

• 累計では、傷害、殺人、
放火の順で多い。

• 強制性交等・強制わい
せつや強盗が占める割
合はわずかである。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



行動制限（時点）

• 時点行動制限率は令和2
年度630調査の隔離
4.7％、拘束4.1％より低
い。

• ただし対象が大きく異
なることから単純な比
較は難しい。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



行動制限経験率

• 行動制限経験率（退院までの間に一
度は行動制限を受けたか）は、上昇
傾向。

• 改めて、豊富な人的資源、CVPPP、
リスクアセスメント・マネジメント
に基づいた行動制限の最小化に向け
た取り組みが必要。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



在院期間

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



退院時転帰

• 2010年代から施設入所者の割合が上昇。
• 法施行当初と比較し、家族同居の割合が低下。

医療観察法統計資料2020年版
https://www.ncnp.go.jp/shiryou/iryokansatsuho.html



まとめ
• 医療観察法データベース事業により入院医療の大規模なデータベースが構築され
ている。

• 収集されたデータを解析した結果は、全国の指定入院医療機関にフィードバック
され、医療観察法医療の般化、均てん化、さらなる改善が目指されている。

• 研究利活用事業を実施しており、全国の指定入院医療機関従事者は利活用委員会
へのデータ提供申請が可能。

• 収集されたデータを基に医療観察法統計資料が作成され、国立精神・神経医療研
究センターのHPにて公開されている。
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